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CDS 300 

CD プレーヤー 


□1 Made for 

曲 iPod 


ヤマ八製品をお買い上げいただきまして、まことにありが 
とラございまず。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障な<お 
使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書をよ 
くお読みください。お読みになったあとは、保証書と共に大切 
に保管し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買い上げ曰、販売店名」などの記入をおず確か 
め、販売店からお受け取りください。 


保罰書別添付 


取扱説明書 







安全上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの「安全上のごま意」を腦みくださし、 


ここに示した ミ 主意事項は、製品をま全に正し<ご使用いたださ、お客様や他の方々への盾害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでち見られる巧に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよ5な意味びあ0ます。 


AA 

「ごま意ください」という注意喚起を示しまず。 

0®®®® 

「〜しないでください」という r 禁止」をおしまず。 

0 ® 

r 必ず実行してください」という強制をおしまず。 


■ r 警告」と r ま意」について 


誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 
r 警告」と「ま意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死こする 
可能性または重傷を負ラ可 
能性び想定される」内容です。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A 三"^胃う可能性または物的損害び 
/»\ をみ発生する可能性が想定される」 

内容です。 


A 警告 


電源/電源コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手び届<韓囲のコン 
セントに接続する。 

万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。 

がず実行 


電池 


Q 電地を充電しない。 

電池の破裂や液ちれにより火災やけびの原因になり 

禁止 


フラグを巧< 


下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから抜く。 

•異常なにおいや音がする。♦異常に高温になる。 
•内部に水や異物が混入した。•煙が出る。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 


Q 電源コードを傷つけない。 

• 重いちのを上に載だない。 

•ステープルで止めない。♦加工をしない。 

• 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線がむき出しのまま使用ずると、火がや感電の原因に 
なります。 


〇 必ず AC 100 V (日 0/60 HZ ) の電源電圧で使用ずる。 

それな外の電源電圧で使用すると、火がや感電の原因に 
なります。 

がず実行 


Q 電地からちれ出た液には直接触れない。 

液が目や□に入ったり、皮虜についた0した場合はすぐ 
に水で洗い流し、医師に相談してください。 

禁止 


分解禁止 


分解禁止 


分解•改造は厳禁。キャビネットは絶対に開け 
ない。 

火がや感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 
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設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場巧には設置しない。 

• お室* 台所. 海唐*水辺 
• 加湿器を過度にさかせた部屋 
•雨や雪、水がかかるところ 

水の混入により、火がや感電の原因になります。 


Q 巧熱のため本機を設置ずる際には： 

• なやテーブルク□スをかけない。 

• じゅラたん*カーぺットの上には設置しない。 

が. • 仰向けや横倒しには設置しない。 

"" ♦ 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

(本機の周囲に左ち2.已 cm 、 上 2.5 cm 、 背面2.已 cmL ソ 
上のスペースを確保ずる。） 

本機の内部に熱びこちり、火災の原因になります。 


〇 本機を落としたり、本機び破損した場合には、必ず 
販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使巧すると、火ぶや感電の原因になります。 

必ず実行 


接独禁止 


雷が鳴りはじめたら、電源プラグには關れない。 

感電の原因になります。 


Q 本機の上には、巧瓶-植木鉢•コッブ-化粧品， 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物が中に入ると、火がや感電の原因になります。 
wil _ 接軸面が経年蜜化を起こし、本機の外装を損傷する原因 

になります。 


使用上の注意 


手入れ 


Q ディスクの揮入口や、が熱用の通風孔、パネルのず 
さ間から金属や紙片など異物を入れない。 

火災や感電の原因になります。 

禁止 


〇 電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火がや感電の原因にな0ます。 

必ず実行 


Jk ディスクをセットする際は、手をディスクトレイに 

Al \ 挟まれないよラミ主意ずる。 

/ w -\ 閉めるとさに挟まれて、けびの原因になります。 

手を巧まれ 
ないよ5注意 


A 注意 


電源/電源コード 


〇 必ず付属の専用電源コードを使用ずる。 

専用電源コード政外の使用は、火がや感電の原因にな0 
ます。 

必ず実行 


長期間使用しないとをは、必ず電源プラグをコンセ 
fS ^ ントから抜く。 

火災や感電の原因になります。 

プラグを巧< 


〇 電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 

公む。 

差し込みが不充分のまま使巧すると感電したり、プラグ 
にほこりび堆積して発熱や火災の原因になります。 

必ず実行 


Q 電源プラグを差し込んだとを、ゆるみがあるコンセ 
ントは使巧しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 

禁止 


電池 


めれ手禁止 


めれた手で電源プラグを巧き差ししない。 

感電の原因になります。 


〇 

必ず実行 


電地は極性表示（プラス+とマイナスー）に従つ 
て、正しく入れる。 

間違えると破裂や液われにより、火がやけびの原因にな 
ります。 


Q 電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱ6 
ない。 

コードび傷つさ、火災や感電の原因にな0ます。 

禁止 


禁止 


指定 L ソがの電池は使用しない。また、種類の異なる 
電池や、新しい電池とちい電池を混ぜて使用し 
ない。 

破霉や液ちれにより、火がやけびの原因になります。 
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Q 電池と金属片をいつしょにポケットゃバッグなどに 
入れて携帯•保管しない。 

電池がショートし、破裂や液をれにより、火がやけびの 
原因になります。 


Q 電池を加熱•分解したり、乂ゃ水の中へ入れない。 

破裂や液もれにより、火がやけがの原因になります。 

禁止 


〇 使い切った電池は、ずぐに電池ケースか5取り 
列す- 

破裂や液ちれにより、火がやけがの原因になります。 

おず実行 


〇 使い切つた電池は、自治体の条例または取りミ夫めに 
がって廃棄ずる。 

がず実行 


設置 


Q 不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機が落下や転倒して、けがの原因になります。 

禁止 


Q 直射日光のあたる場巧や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本磯の外装び蜜あしたり内部回路に悪穀響が生じて、 
火災の原因になります。 

禁止 


使用上のま意 


〇 電源を入れる前や、再生を始める前には、音量（ポ 
リユーム）を最小にずる。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 

必ず実行 


Q 音が歪んだげ態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火がの原因にな0ます。 

禁止 


Q ディスクの挿入口には手を入れない。 

本機の方カニズムに手を引き込まれ、けがの原因になり 

禁止 


Q ひび割れ、変お、または接着剤などで補修したディ 
スクを使巧しない。 

ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び散つ 
て、けがの原因になります。 

禁止 


A 環境温度が急激に変化したとを、本機に結露が発生 
ずることがありまず。 

正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してください。 


レーザー光源をのぞさ込まない。 

1レーヴー光び目に当たると、視覚障害の原因になり 


Q ほこりや湿気のをい場巧に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
なります。 

禁止 


〇 他の電気製品とはでをるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
あた无るおそれび态ります。 

がず実行 


移動 


移動をずるときには電源スイッチを切り、すべての 
C 3^ 臓を列ず。 

接続機器び落下や転倒して、けがの原因になります。 
〕-ドび傷つき、火災や感電の原因になります。 


〇 

禁止 


業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてし、 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、 
スピーカーを 傷める原因になります。 


手入れ 


〇 手入れをずるときには、必ず電源プラグを巧く。 

感電の原因になります。 

がず実行 


冀物厳禁 

(V A ベンジン-シンナー等でが装をふかない。また接点 
V ^復活剤を使巧しない。 

外装が傷んだ0、部品び溶解することびあります。 


A 年に一度< らいは内部の掃除を販売店に依頼ずる。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、火がや故障の原 
因にな D ます。 

ま意 


iii 
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目;夕 


はじめに 


各部の名称とはた5き . 

フ□ントパネル . 

U アパネルの接続 ... 

U モコン . 

プ□グラム再生 lAudi 曰 CD I 


操作 


iPod / USB デバイスの再生 . 

iPod / USB デバイスを接続する ............ 

iPod を再生する . 

USB デバイスを再生する . 

iPod / USB デバイスを取0がす ............ 

本機で使巧できる iPod / us 目デバイス 


再生でさるディスク/ 

フノ'イルフォマソト •"•"•••••••••••••••••••••••••••••• 8 

故障かな？と思った6 . 10 

まな仕様 . 11 


本機の特長 

光デジタル出力端子 
同軸デジタル出力端子 

CD - R 、 CD - RW ディスクの再生（原8ぺージ） 
MP 3/ WMA ディスクの再を 

USB デバイスに保存された MP 3/ WMA ファイルの再生 

(屈8ページ） 

iPod を接続しての再生 
プ□グラム再生 （Audio CD のみ） 

ランダム再生 

U ピート再生 （1 巧/フォルダ/全巧） 

A - 巳1」ピート （Audio CD のみ） 

ディスプレイの設定機能（表示内容/明るさ） 

ピュアダイレクトモード 

■ 付属品 

ご使用の前に、付属品を確認してください。 

. 電源コード 
- U モコン 

-単3乾電池に本） 

-ステレオピンケーブル 

■ 乾電池に関ずるごま意 

- U モコンの操作可能範囲び極端に短<なってさたら、すべ 
ての乾電池を新しいちのに交換して<ださい。 

-単3乾電池をご使用ください。 

-極性 (+/ -) びあっているかよくご確認ください。乾電 
池の向さを電池ケース巧の表示にあわせてください。 

- U モコンを長期間ご使用にならないときは、乾電池を取り 
列•してください。 

-新しい乾電池と、ちい乾電池を混ぜて使わないでください。 
-乾電池には、形状や色び同じものでも種類び異なるちの 
(アルカ1」とマンガンなど）びあります。表示をよく読 
んで、種類の異なる乾電池を混ぜて使わないでください。 


乾電池び液ちれした場合は、液に触れないよラを意して廃 
妻してください。液び目や□に入ったり、皮膚についたり 
した場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談してくだ 
さい。新しい乾電池を入れる前に電池ケース内ををれいに 
ふいて < ださい。 

乾電池を一般のゴ S といっしよに捨てないでください。地 
域のきまりに従って正しく処置してください。 

リモコンの取り扱いに関するごま意 

本磯と U モコンの間に障害物を置かないでください。 

U モコンに水などの液体をこぼさないでください。 

U モコンを落とさないでください。 

U モコンを下記のよラな場所に放置したり保管したりしな 
いで < ださい。 

-浴室などの湿気の多い場所 
-ヒーターやス I -ーブの近くなどの高温になる場所 
-温度び極端におい場所 
-ホコ U の多い場所 

本磯の1」モコン费光部に直射日光や強い照明（インバー 
ター堂光灯など）び当たっていると、本機を U モコンで操 
作でさないことびあります。このよラな場合は、照明の向 
きを変えるか、本機を置く場所を変えてください。 

本書の記載について 

「ごミ主意」は操作、設定を行ラ隙に留意すベを事項、ごぶ'-は 
知ってお<と便利な補足情報を記載しています。 

本書は音楽 CD を 「 AucHoCD 」、 MP 3/ WMA ディスクを 
「Data Disc 」、 USB デバイスに保存された MP 3 /WMA 
ファイルを rUSBJ と記載しています。 

各操作で使巧できる音楽データのお式を LAudio CDJ (音 
楽 CD ). [Data Disci ( MP 3 /WMA ディスク）、 

I ~ USB ~ I ( US 巳デバイス)とアイコンで表してし、 
ます。 

本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良 
などの理由で、実隙の製品と仕様び一部異なる場をびあり 
ます。また、仕様は予吉なく変更されることびあ0ます。 
ご了承ください。 


音を楽しむエチケット 


[ 「音のエチケット」 


楽しい音楽ち時と場所によっては大変気になるわのです。隣近所への配慮を十分にしましょラ。静 
かな夜間にはルさな音でちよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わ说ところに迷惑 
をかけてしまいます。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのち一つの方法です。音楽はみん 
なで楽しむわの、お互いにむを配り快適な生活環境を守りましょラ。 
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各部の名祿とはた 6 を 


フ□ントパネル 



① 山（電源）スイツチ 

本機の電源を ON (オン） /OFF (オフ）します。 

② 電源インジケーター 

本機の電源びオンのとを点なします。 

③ iPod / USB ポート 

iPod または USB デバイスを接続します己 
ページ)。 

④ iPod / USB インジケーター 

消な：ディスクモードび選択されています。 
オレンジ：接続待機。 

緑； iPod または USB デバイスび接続され、再生 
可能なファイルび認識されています（再生準備 

兀/)。 

⑥ CD / USB ボタン 

ディスクモードと iPod/USB モードを切り替え 
ます己ページ）。 


iPod / USB インジケーターびミ肖打しているときはディス 
クモードです。 

⑧ PURE □旧 ECT ボタン/インジケーター 

PURE D 旧 ECT をオンにすると、高音質な再生び 
楽しめます。 


■ PURE □旧 ECT インジケーターび点なします。 

' U アパネルの光デジタル出力端モ （1^3 ページ）か5信 
号び出力されなくなります。 

' フ□ントバネルのディスプレイは、コンテンツ再生中は 
ミ曲打し、操作中は最ル限のインジケーターやメッセージの 
みび表示されます。 


ごを意 

PURE □旧 ECT モードを使用するときは、アナ□グ出力 
端子を使って接続してください （1^3 ページ） 

⑦ ディスクトレイ 

ディスクをセットします。 

⑥会 （開閉）ボタン 

ディスクトレイを開閉します。 

⑨ リモコン受光部 

U モコンの信号を受信します。 

祗 頭出し/早戻し） 

頭出し/早送り） 

トラックの頭出しをします。 

1>1>/|»：なのトラックに頭出しします。 

づづ/づ<3 :現在再生中のトラックの先頭に頭出しし 
ます。 

に回）：前のトラックに頭出しします。 
または!を長押しすると早戻しま 
たは早送りします。 

⑩ 1>(|| 生）ボタン 

再生を開始します。 

⑩ DD (ポーズ）ボタン 

再生を一時停止します。または DD を押すと再生び 
始まります。 

⑩ □(停止）ボタン 

再生を停止します。 


艺 Ja 









































る部のちがとはた 5 を 




すべての接続び終了したら、電源コー 
ドを本機の AC IN 端テに差し込み、 
家庭用 AC100V、 已0/巨 OHzffl つン 
セントに電源プラグを接続します。 

ピュアダイレクトびオンのとをは、音声信号はアナ□グ出力端子から 
のみ出力されます。 
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>1111 □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

<•»-****" □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

— 1 _ 11 _ 1 □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 





⑩(再生） / DD (ポーズ）インジケーター 

再生/一時停止時に点なします。 

® ディスクインジケーター 

再生中のディスクやデータの形式を示します。 

態）時間-モード表示インジケーター 

ディスプレイに表おされる時間表示の状態や現在の 
再生モードを示します^已ページ）。 


⑩招 i 張モードインジケーター 

オンになっている拡張モー ドを示します 
(icrg ページ）。 

颇ディスプレイ 


接続をはじめる前に、本機および接続する機器の電源コードび、コンセントに接続されていないことをご確 
認ください。 



D D D 〇 〇 
□ 0 〇 〇 □ 


リアパネルの接続 


ホ4た々一一/ 4— u ' J で 



プ 

ン 

ア 


ちな n 
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各部のちがとはた 5 ま 


リモコン 



■ リモコンに電池を入れる 



カバーをリモコンか S 取り外ず。 


2電池ケース内に記載されている極性 （+/-) 
にしたがって、単3乾電池 （2 本）を、電池 
ケースに挿入ずる。 


3 バッテリーカバーをリモコンに装着ずる。 

■ リモコンを使巧ずる 

U モコンは指向性のある赤か線を送信します。 U モ 
コンは必ず本体のフロントパネルの U モコン受光部 
に向けて操作してください。 



① ホが線送信部 

本体に向けて赤外線信号を送出します。 

感 CD/USB ボタン 

ディスクモードと iPod/USB モードを切り替え 
ます（陸^目ぺージ）。 

ぶこ 

この設定は本機の電源をオフにした後わ保持されます。 

③ PROGRAM ボタン 

プ□グラム再生モードをオン/オフします。詳しく 
はなページの「プログラム再生」をご覧ください。 

④ DIMMER (調光）ボタン 

押すたびにディスプレイの明るさび4段階で変化し 
よ9 〇 


この設定は本機の電源をオフにした後ち保持されます。 

⑥ 数字ボタン 

トラックま号で曲を直接選択するとをに使用し 
ます。 

⑥ づ匀（早戻し)、 > t > (早送り）ボタン 

押している間、曲を早戻しまたは早送りします。 

⑦ <K 、 I» 願出し）ボタン 

1» ；なのトラックに頭出しします。 

<K： 現在再生中のトラックの先頭に頭出しします。 
<3づ （2 回）：前のトラックに頭出しします。 
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る部のちがとはた 5 を 


® ▽、六（フオルダ）ボタン 
[Data Disci USB ― I 

▽:前のフオルダに移動します。 

么 次のフオルダに移動します。 

(陪6ぺージ） 

感 OPEN/CLOSE (開閉）ボタン 

ディスクトレイを開閉します。 

颇 PURE □旧 ECT ボタン 

PURE D 旧 ECT をオンにすると、高音質な再生が 
楽しめます（陸 '2 ぺージ)。 

ご、おこ 

この設定は本機の電源をオフにした後わ保持されます。 

⑩ RANDOM ボタン 

ディスク内の曲を順不同で再生します（ランダム 
再生)。 

I ごま意 I 

ディスクを取り出すと、ランダム再生は解除されます。 

© REPEAT ボタン 

] 巧または全曲を U ピート再生します。再生中に 
REPEAT を押すたびに、 U ピート再生は下記のよ 
ラに切り替わります。 

- REP TRACK (一曲」ピート再生）：再生中の巧を再生 
し終えると、その巧の先頭か5再生を繰0返します。 

- REPALL 性曲 U ピート再生）：ディスクの最後の® 
を再生し終えると、ディスクの最初の®か5再生を繰 
り返します。 

[Data Disci USB ~ I 

- REP FOLDER (フオルダリピート再生）：フオルダの 
最後の巧を再生し終えると、フオルダの最初の巧から 
再生を繰り返します。 

ご、おこ 

プ□グラム再生中またはランダム再生中ち U ピート再生で 
さます。 

@ DISPLAY ボタン 

押すたびに、次のよラに表示されます。 

[Audio CD ] 


トラック経過時間（初期状態）——►トラック残り時間 



[Data Disci r USB I 



(タグを使用している場合のみ表示されまず） 


@ A/B ボタン I Audio C 口 

再生中に開始位置と終了位置を指定して、その部分 
を繰り返し再生することがでさます。 

A- 目 U ピート演奏を和めるには、もう一度 A/ 目を 
押します。 

I ご注意 I 

-曲をまたいだ A-B I」ピートの設定はできません。 

- Data Disc と USB ではこの機能を使用できません。 
■□(停止）を巧して再生を停止すると、 A- 目リピートは 
解除されます。 

- PURE DIRECT モードびオンの時に、この機能は使用 
でさません。 

® CLEAR ボタン 

プ□グラム編集モード時に、最後にプ□グラムされ 
ているトラックを消去します。 

® ENTER (入力）ボタン 

プ□グラム編集モード時に、数字ボタンで選んだ卜 
ラック番号を確定します。 

@ □[]( ポーズ）ボタン 

再生を一時停止します。または DD を押すと再生 
が始まります。 

® (再生）ボタン 

再生を開始します。 

@ □(停止）ボタン 

再生を停止します。 

プログラム再生 「Audio CD 


プログラム再生モードでは、トラックをプログラム 
した順番で再生でをます。 


1 再生を停止している間に PROGRAM を巧ず。 

本機びプ□グラム編集モードにセツトされます。 


2数字ボタンを使用してトラックを1つ還び、 
ENTER を巧して確定ずる。 


3 手順 2 を繰り返して;夕のトラックを入力する。 

最大で 24 個のトラックまでプログラムでを 
ます。 


プ□グラムした曲を消ましたい場合は、編集モード時に 
CLEAR を巧してください。最後にプ□グラムした巧か5 
順に消去されます。 


4 0を巧ず。 

プログラムした順序で再生び始まります。 


プ□グラム再生び停止しているとさに CLEAR を巧すと、 
プ□グラムされたトラックをすべてミ肖までさます。 

を意] 


ディスクを取0出したり、本機の電源をオフにすると、プ 
□グラムされたトラックはすべて消去されます。 


巧一;な n 
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iPod / USB デパイスの再を 


iPod/USB デバイスを接続ずる 


[ごま意 1 I iPod I 

■ iPod の接続には、 iPod に付属のケーブルを使用してください。ケーブルび付属していないと走は、アップルジャパン 
株式会社か5お買い巧めください。 

- iPod の電源はオフにしておいてください。 

- US 目八ブは使用しないでください。 



4 


iPod を再生ずる 


US 巳デバイスを再生ずる 


1 CD / USB を}甲して、 iPod / USB モードに切り 
替ブる 

フ□ントパネルの iPod/USB インジケーター 
び才 レンジに点灯し、再生準備び完了すると緑 
に変わります。 


2再生を開始ずる。 

iPod を操作して、再生、選曲、一時停止、停 
止などを行います。 

ぶこ 

本磯及び U モコンの次のボタンち使用でさます：た(再 
生 )、 DD (—時停止)、□(停止)、づ<、>0 (頭出し）、 <!<( 早 
戻し)、>杉（早送 0) 


iPod のソフトウェアびちいと正常に動作しないことびあ 
0ます。必ず最新の iPod ソフトウェアでお使い<だ 
さい。 


1 CD / USB を}甲して、 iPod / USB モードに切 D 
替ブる 

フ□ントパネルの iPod/USB インジケーター 
び才 レンジに点灯し、再生準備び完了すると緑 
にをわります。 


2再生を開始ずる。 

デバイス内に再生可能なファイルびあれば1曲 
目のファイル名び表示され、ファイルの作成曰 
時順に自動的に再生び始まります。 

I ごま意 I 

ディスプレイには、巧数字と一部の記号のみ、日4文字まで 
表示されます。日本語は対応してお日ません。 


3 還曲する。 

フォルダの選択： U モコンのフォルダ▽(前の 
フォルダに移動)、 A (なのフォルダに移甄ボ 
タンを押します。 

巧の選択：づづ、>ゎボタン、または数字ボタン 
を押します。 


4 停止する。 

□(停止）を押します。 


再生可能な MP3/WMA ファイルの詳細は、ぺ一 
ジ8を参照ください。 
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iPod/USB デバイスの再を 


iPod / USB デバイスを取り 
外ず 

再生を停止してから、 iPod や USB デバイスを取 
り外してください。 CD/USB キーを押して一旦 
モードを CD モードへ切 D 替え、 USB インジケー 
ターび消灯するのを確認してからデバイスを抜<こ 
とをお勧めします。 


重要 


再生中、またはフ□ントパネルのディスプレイに "USB 
READING " び表示されている間は、 iPod や US 巨デバ 
イスを取0がさないでください。 


本機で使用できる iPod/USB 
デバイス 


■ 本機で使用でさる iPod 

- iPod classic , 1 20 GB classic 
- 2 G nano , 3 G nano , 4 G nano 
- iPod touch , 2 白 iPod touch 
(2 日日目年 4 月現在） 


瓶 


な 


ご注意 


- Pod は、著作権のないマテリアル、または法的に複製- 
再生を許諾されたマテ U アルを個人び私的に複製-再生 
するために使巧許諾されるちのです。着作権の侵害は法 
律上禁止されています。 

-本機と iPod を組み合わせてご使用の際、 iPod のデータ 
に不具合び生じてわ、データの補償はいたしかねますの 
であらかじめご了承ください。データの不具合に備え、 
データのバックアップをとっておくことをおずすめし 
ます。 

■ 本機で使用できる USB デバイス 

本機で USB デバイスに保存された音楽ファイルを 

再生する際は、政下のことをご確認<ださい。 

- USB マスストレージクラスに対応したフラッシュ方モ 
U 、 カードリーダー、ポータブルオーディオプレー 
ヤーなどである。 


-データび FAT 16または FAT 32 ファイルシステムで 


目己録されている。 


ご注意 


-お使いの USB デバイスによっては正常に作動しないこ 
とびありまず。 

-暗号化機能付さの USB ^モ U —は使巧でさません。 

- USB マスストレージクラス!^^外のデバイス (USB 
チャージャーや USB 八ブ、 PC 、 外付け HDD など）は 
本機に接続しないでください。 

- USB ポートに接続されている力ード U — ダーに複数の 
メモ U —カードを同時に挿入した場合、1つの六モリー 
カードのみ認識されます。 

•ヤマノしおよび販売店では、本機に接続した US 目デバ 
イスに記録されているデータの消失に関して責任を負い 
かねます。データの消失に備え、データのバックアップ 
をとってお<ことをおすずめします。 

-すべての USB デバイスに対して、動作および電源のイ共 
給を保障するちのではあ0ません。 
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再をでをるディスク/ファイルフォー 7 ット 


■ 再生できる MP 3/ WMA ファイル ( USB お 
よびディスク） 

MP 3 


フォーマット 

ビット 
レート 

( kbps ) 

ヴンプ U ング 
周波数 （ kHz ) 

MPEG 1 Audio Layer -3 

32-320 * 

32/44.1/48 

MPEG 吕 Audio Layer -3, 2 

8-160* 

1巨/22.0已/24 

MPEG -2.5 Audio Layer -2 

8-160 * 

8/11.02己/] 2 


固定ビットレートおよび巧変ビットレートに対応して 
います。 


WMA 

-バージョン： 8 

-バージョン：目（標準/可変ビットレート対応、 
Professional and Lossless 非对 j , じ、） 


■ 再生できるディスク 

下記のマークび付いたディスクをお使いください。 


抽腰歴…' 

DIGITAL AUDIO 


コンパクトディスク（オーディオ 
CD ) 


团腥 阻…' 

DIGITAL AUDIO 

Is 巧 SBBS 加口 


CD - R 、 CD - RW ディスク 

-下記のいずれかの表示のあるディスク。 
FOR CONSUMER 


抽帽歴 


DIGITAL AUDIO 

[ReWritablei 


FOR CONSUMER USE 
FOR MUSIC USE ONLY 
CD-R または CD-RW はフアイナライ 
ズされたディスクのみ再生でさます。 


抽帽區 


抽帽恒 


[ReWritablei 


r ご注意] 

一部の CD - R / CD-RW ディスクや正しく 
録音されていないディスクは、本機では再 
生でをない場合びあります。 


プ n ファイル 

ビット 
レート 

( kbps ) 

サンプ U ング 
周波数 ( kHz ) 

High Profile 

32-320 * 

32/44.1/48 

Mid Profile 

16-32 

] 巨/22.0已 


固定ビットレートおよび可変ビットレートに対応して 


います。 


L ご注意 


- Data Disc はファイルをアルファベツト順に再生し 
ます。 

- USB デバイスはファイルの作成曰時順に再生します。 
•本機では、著作権保護された WMA ( DRM ) ファイルは 
再生でをません。 

-本徽ま IS 日目目目日 フォーマツ トのディスクに対応してい 
ます。 

-可変ビツトレートのファイルを再生中は、経過時間び正 
確に表示されないことびあります。 



Data Disc 

USB 

最大ファイル数 

999 

32767 

最大フオルダ数 

256 

256 

1 フオルダ当たりの 
最大ファイル数 

已]2 

已]2 


CD - TEXT ディスク 

アルバム名、曲名、アーティスト名な 
どの文字情報が記録されたディスクで 
す。経過時間に加え、上記の情報（英 
数字と一部の記号のみ）が表示され 
ます。 

8センチ CD を再生ずるには 

ディスクトレイの内側の<ぼみに8センチ CD を 
セットしてください。また、8センチ CD の上に 
12センチ CD を重ねて置かないでください。 


ご注意 

-上記政がのディスク（変形ディスク 
わ含みます。）はご使用にならない 
で < ださし、。 

上記]^处がのコンパクトディスクを本 
機にセットしますと、正しく再生で 
をないばかりでなく、ディスクの破 
損や本機の故障の原因となる場合び 
お0ます。 

. テープ や シールを貼った ディスクは使用しないでくだ 
さい。ディスクトレイの開閉不良や本機の故障の原因 
となる場合びあ0ます。 

-一部の CD-RW ディスクや正しく録音されていない 
ディスクは、本機では再生できない場合びあります。 


レ UIVI ド M、> I 

帽陌" 


DIGITAL AUDIO 

I TEXT I 
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再生でをるディスク/ファイルフォーマット 


■ ディスクの取り扱い 

-記録面に傷をつけないよラ、注意して取り扱ってくだ 
さい。ディスクを巧り曲げないでください。 



記録面に指紋やほこ0びついたとさは、柔5かな巧な 
どで軽く內側中むからが側へ直角方向に巧いてくだ 
さい。 



レコードスプレー、帯電防止剤、またはそのイ也の化学 
薬品などで絶対にディスクを拭かないでください。 
レーベル面に文宇を書くとさは、先の軟らかいペンを 
使用して < ださい。 

直射曰光の当たる場所や、高温多湿な場所に長時間置 
かないで < ださい。 


お知 S せ 

使用環境により異なりますが、レンズのク U —二 
ングは必要ありません。誤動作の原因になるため 
市販のレンズク U —ナーは使用しないでくださ 
い。 


ffi 張モードについて 


本機には、店舗やオフィスでの使用に便利な2つの 
化張モードび用意されています。 


ごを意 J 


これらの拡張モードは、 iPod 使用時には動作しません。 

再生モードメモ U - 

本機の電源をオフにしてち、現在の再生モード（1」 
ピート再生およびランダム再生）び保持されます。 
そのため電源をオンする度に再生モードを再設定す 
る手間び省けます。 

また再生モードメモ1」一をオンにした状態で電源を 
オンした場合には、前回終了したトラックまたは 
ファイルの頭から自動再生を開始します。 

再生モードメモ1」一をオンにすると、ディスプレイ 
の RESUM インジケーターび点灯します。 

レディモード 

1曲の再生び終了するたびに一時停止します。なの 
曲を任意のタイ5ングで再生開始することびでを 
ます。 

レディモードをオンにすると、ディスプレイの 
RDY インジケーターび点打します。 


あ張モードの設定は、なの手順で巧います。設定 
にはフロントパネルのボタンを使用してください。 


起動 

再生モード 
メモリー 


レディ 

モード 


設をの保存 


電源オフ 



□ (停止) 



(再生） 

1 

電源オフ 

*： 初期設定 


i 


な回電源をオンにすると、ここで設定した内容で 
本機び起動します。 
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» 障かな？と思った 6 


本機をご使用中に正常に動作しなくなったときは、下記の事項をご確認ください。その上で正常に動作しな 
い、あるいは下記しソ外で何か異常び認められた場合は、本機の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセン 
卜から抜いて、お買い上げ店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点まで、お問い合わせ<だ 
さい。 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

電源スイッチを操作し 
てち電源び入6ない 

電源コードが正し<接続されていない。 

電源コードをコンセントに差し込み直して 
<ださい。 

3 

ディスクトレイび完全 
に閉まらない 

ディスクトレイに異物び入っている。 

ディスクトレイを確認し異物を取り除いて 
<ださい。 

— 

ディスクを入れても再 
生でをない 

ディスクに傷びある。 

ディスクを交換してください。 

— 

本機内部のレンズが結露している。 

本磯をオンにして2日〜30分待ってか5 
再度ディスクを再生して<ださい。 

— 


ディスクが裏返しにセツトされている。 

ディスクのレーベル面を上にして入れてく 
ださし、。 

— 


ディスクびひどくミちれている。 

ク U —ニングして < ださい。 

9 


本磯び対応していないフォーマツトの 

MP 3 または WMA ファイルを再生しよラ 
としている。 

本機び対応しているフォーマツトで記録さ 
れたディスクと交換してください。 

8 


正しく録音されていない CD - RW ディスク 
を使用している。 

正しく録音され、本機に对応したディスク 
を使用してください。 

8 


本機び対応していない規格外のディスクを 
使用している。 

正しく録音され、本機に对応したディスク 
を使用してください。 

8 


本磯び iPod / USB モードになっている。 

CD / US 巨を巧して、ディスクモードにし 
て < ださい。 

2、曰 

iPod を接続しても再 
生でをない 

iPod び対応していない。 

対応する iPod を接続してください。 

衣[応する iPod は政下の通りです。 

- iPod classic 、 1 20 GB classic 
- 2 G nan 日、 3 G nano 、4 G nano 
- iPod touch 、2 G iPod touch 
(20 日日年 4 月現在） 

7 

USB デバイスの再生 
がでをない 

US 日デバイスび正しく接続されていない。 

US 日デバイスを接続しなおしてください。 

6 

本機び対応していないフォーマツトの 

MP 3 または WMA ファイルを再生しよラ 
としている。 

正しく録音され、本機に対応したファイル 
を使用してください。 

8 


本磯びディスクモードになっている。 

CD / US 巨をホ甲して、 iPod / us 巨モードに 
して < ださい。 

2、巨 

再生が遅れて始まった 
り、正しくない位置か 

5始まる 

ディスクにミちれや傷びある。 

ディスクをク U —ニングするか、傷のなし、 
ディスクに交換してください。 

白 

音び出ない 

出カケープルの接続び正しく接続されてい 
ない。 

出カケープ J レの接続を確認してください。 
症状び改善されない場合は、ケーブルに問 
題がないか確認してください。 

3 


アンプの操作び間違っている。 

アンプの入力を確認してください。 

— 

デジタル端子に接続し 
た機器か5音声び再生 
されない 

PURE D 旧 ECT びオンになっている。 

PURE D 旧 ECT をオフにしてください。 

2 

音雨びをする 

本機び振動や衝撃を受けている。 

設置場所を変えてください。 

— 


ディスクびひどくミちれている。 

ク U —ニングして < ださい。 

白 
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が盾かな？と思ったら 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

ブーンといラ八ム音び 
入る 

ステレオピンケープルびしっかり接続され 
ていない。 

ステレオピンケープルをしっかり差し込ん 
でください。症状び改善されない場をは、 
ケーブルに問題びないか確認してください。 

3 

チューナーにノイズび 
入る 

本機とチューナーの設置場所び近い。 

チューナーか5違ざけるか、または本磯の 
電源を切って<ださい。 

— 

ディスクトレイか5雑 
音がずる 

ディスクび変形している。 

変形のないディスクに交換してください。 

— 

U モ コンでは操作でさ 
ない 

乾電池び消耗している。 

乾電池を交換してください。 

4 

操作する位置び本体から遠すざるか、また 
は角度び正しくない。 

リモコンは本体から日 m 故内で、また本体 
正面より左ちそれぞれ 3 Cr 政内の角度で 
操作してください。 

4 

夏光部に強い曰光や照明（インバーター堂 
光灯など）び当たっている。 

受光部に強い光び当た5ないよラに本機の 
置さ場所や方向、または照明の位置を変え 
て < ださい。 

— 


まな仕様 


周液数特性 

-周波数特性 . 2 Hz - 20 kHz , ± 0.5 dB 

-高調波を率 （1 kHz ). 0.003%な下 

• S / N 比（曰 AJ ). 105 dB な上 

-ダイナ S ックレンジ . 96 dB じ(上 

-出力電圧り kHz , 0 d 日） .2.0 ± 0.3 V 


本機は「」侶 C 61000-3-2」適合品です。」侶 
C 目1日日 0-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両 
立性第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 
(1 相当あたりの入力電流が 20 A 政下の機器」に 
基づを、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適 
合して設計-製造した製品です。 



レーザー 部 

. レーザ— タイプ . 

* 波長 . 

-レーザー 出力 . 

総合 

•胃源 . 

-消費電力 . 

-外形寸法 (W X H X D ) 
•醒 . 


. GaAIAs 

. 790 nm 

最大].23 yW 


....... 100 V ，已0/60 Hz 

. 13 W 

,43已 X 86 X 260 mm 
. 3.已 kg 


iPod tm 

iPod は、米国およびその他の国々で登録された 
Apple Computer , Inc . の商標または登®商標 

で寸 

「Made for iPod 」 とは、 iPod 専用に接続するよう 
設計され、アップルが定める性能基準を満たしてい 
るとデべ□ッパーによって認定された電テアクセヴ 
U —であることを示します。 

アップルは、これらの機器操作または、安全規制基 
準に関する一切の責任を負いません。 


仕様および外観は改良のため予告な<変更をすることび 
お0ます。 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマノ UK ットラインサービスネットワークは、本磯を末永く、ちむしてご愛用いただくためのをのでず。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはおおくのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や取り扱いに関するお問い合わせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様か6寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http :// www . yamaha . co . jp / audio / 


本煤の設置や設定、操作に関ずるお巧い合わせ 

■ ヤマ/ \お客様コ S ュニケーシヨンセンター 
オーディオ-ビジュアル機器相談窓 □ 

(を国な風 査& 0570-011 -80 S 

全国どこか日でを市巧通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS、IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

干 430-8650 静岡県おお市中区中ミ尺町1 0-1 

受付：月〜金曜日]0:00〜18:00 ±曜日1日： 00〜17:日0 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


ヤマ八 AV 誤品の修理、ヴービスパーツに関するお Pj い合わだ 
■ ヤマ八修理ごホ目談センター 

(全国共風 留, 0570-012-808 

全国どこか弓でを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS、IP 電話か5は下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (053)463-1 1吕7 

受付：月〜金曜日目： 00〜18:00 ±曜日目：日日〜17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

修埋お持ち込みな口 

受付：月〜金曜曰目： 00〜17:45 

(±曜、日曜、祝曰およびセンター指定の休曰を除く） 

化海道〒日巨 4-8 己43札幌市中央区南1日条西1 T 目1 - 己日 
ヤマノ Vセンター内 
FAX (011)512-6109 

首都圏〒] 43-0006 東京都大田区平和島 2T 目1 - 1 
京浜トラックターミナル内14号棟 A- 己 F 
FAX (03)5762-2] 2巳 

おお 干 43日-日日]巨おお市東区和田町2日日 
ヤマ八(株)和田工場内 
FAX (0 已 3)4 巨 2-9244 

名古屋干4已 4-00 已8名ち屋巿中 j 11区玉 j 11町吕 T 目1 -2 
ヤマ A (株)名ち屋倉庫 3F 
FAX (0 己 2) 邑已 2-0043 

大阪 〒巳 64-00 日2吹田巿広芝町1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2F 
FAX (0 巨)633 0- 己巳3己 

九州 干81 2-8508 福岡巿博を区博を駅前 2T 目]1 -4 
FAX の 92)472-2] 37 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


© 2009 Yamaha Corporation All rights reserved . 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰か 51 年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保話 
書をご覧ください。 

♦ 保証期間が過ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持できる場をにはご要望により有料にて 
修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための斜金でず。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使巧した部品代金でず。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合をあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料金をいただく堤合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最低な有期間 

補修用性能部品の最低保有斯間は、製造打ち切り樓8年です。補修巧 
性能部品とは、その製品の機能を維持するためにが要な部品です。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品の状態をできるだけ詳しくお巧5せ 
<ださい。また製品の晶番、製造番号などちあわせてお知らせ<ださい。 
《品番、製造番号は製品の背面をし<は底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場合びありまず。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本磯には使用年月ととわに性能び禁化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使巧環境や使巧時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマ；V電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボ1」ュームコント□ール、スイッチ•リレー類、接続端テ、ランフ、ベルト、 

ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、安をにご使巧いただくために A V 製品全般について記載して 
おじます。 

永年ご巧用の製品の点巧を！ 


こんな活状はありませんか？ 

i i 参電源コード•プラグび異常に熱い。 

\ゾ • ]ゲくさい臭いびする。 

• 電源コードに深いキズか変形がある。 
愛情点検 ♦ 製品に触れるとピ U ピリと電気を感じる。 

参電源を入れてち正常に作動しない。 

• その他の異常•故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 

き故防止のため電源フラグをコンセントから掠き、 

必ず販売店に点検をご依頼くださし、。 

なお、点検 • 修理こ要する費用は販売店Iこ。目談ください。 
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